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1・8・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市では、次の５つの設計条件を定め、基本設
計者の選定を進めてきました。
①既存清掃関連施設の暫定移設は行わない
②複合施設として整備することでスケールメリ
ットを追及し、施設規模の縮減をめざす
③（仮称）新福祉会館機能を早期に回復させる
ことを優先する
④免震構造を採用する場合に生じる地下空間は
駐車場として整備するなど有効活用を行う
⑤平常時の緑地・広場確保とともに、発災時に
おける駐車場、広場の活用をイメージし、バラ
ンスのとれた空地活用をめざす
　基本設計者からは、これらの条件を満たし、
敷地の東側に加え、南側に空地を確保すること
ができ、さらには、これまで市が示してきた庁
舎７階・福祉会館５階よりも低層化（庁舎６
階・福祉会館３階）が可能となる施設配置の考
え方が示されていました。（右図）
　基本設計者と契約を締結して以降、設計与件

の整理を進めてきましたが、このたび、基本設
計者から示されていた施設配置の考え方をベー
スに基本設計を進めていくこととしました。
　なお、市民説明会、市民ワークショップ等を
通じてご意見、ご要望があった広場の考え方に
ついては、基本設計者の技術提案書との比較検
証も含め、さらなる検討を進めていきます。
 新庁舎に関すること＝企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）、（仮称）新福祉会館に
関すること＝地域福祉課地域福祉係（☎０４２−
３８７−９９１５）

問

新庁舎および（仮称新庁舎および（仮称））
新福祉会館建設基本設新福祉会館建設基本設計計
における施設配置についにおける施設配置についてて

　

暑
い
夏
の
到
来
で
す
。
市
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
康
管
理
や
熱
中
症
対
策
に
ご

留
意
い
た
だ
き
、
気
を
付
け
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て

位
置
づ
け
、
鋭
意
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
新
庁
舎
・（
仮
称
）

新
福
祉
会
館
建
設
は
、
令
和
元

年
度
よ
り
基
本
設
計
に
移
行

し
、
各
種
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
施
設
の
老
朽
化
や
分
散

化
、
長
年
に
渡
る
財
政
的
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
市
庁
舎
、

旧
福
祉
会
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー

を
集
約
化
し
、
複
合
施
設
と
し

て
建
設
し
ま
す
。
こ
の
間
、
テ

ー
マ
を
設
定
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
を
開
催
し
、
市
民
の
皆

様
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
聞

く
取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
、
（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建

設
基
本
計
画
、
複
合
化
整
備
方

針
等
の
理
念
を
具
現
化
し
、
庁

舎
建
設
用
地
の
有
効
活
用
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

厳
正
な
る
選
考
委
員
会
を
経

て
受
託
者
と
な
っ
た
基
本
設
計

者
か
ら
の
提
案
を
踏
ま
え
、
令

和
元
年
度
内
に
基
本
設
計
を
終

え
る
方
針
で
す
。
基
本
設
計
者

の
提
案
で
は
、
庁
舎
６
階
、
福

祉
会
館
３
階
と
な
る
低
層
化
が

図
ら
れ
、
福
祉
会
館
は
南
に
面

し
て
お
り
、
両
施
設
が
自
立
し

連
携
す
る
複
合
施
設
と
な
る
こ

と
は
高
く
評
価
で
き
ま
す
。

　

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会

館
は　

年
、
計
画
的
な
修
繕
に

５０

よ
り
さ
ら
に
数
十
年
と
長
期
間

に
渡
り
ご
利
用
い
た
だ
く
大
切

な
施
設
で
す
。
行
政
お
よ
び
防

災
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
と
地
域

共
生
社
会
の
拠
点
と
な
る
福
祉

会
館
の
複
合
化
に
よ
り
利
便
性

を
高
め
、
多
様
な
交
流
が
芽
生

え
る
施
設
を
め
ざ
し
ま
す
。
効

率
的
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
徹
底

等
も
大
切
な
視
点
で
す
。　

中
ＪＲ

央
線
か
ら
も
一
望
で
き
る
施
設

が
、
小
金
井
市
の
新
し
い
シ
ン

ボ
ル
、
新
た
な 
賑 
わ
い
の
拠
点

に
ぎ

と
な
る
よ
う
に
引
き
続
き
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
誕
生
か
ら

　

年
を
経
た
コ
コ
バ
ス
の
総
合

１５的
な
見
直
し
に
も
着
手
し
て
い

ま
す
。　

中
央
線
の
高
架
化
、

ＪＲ

駅
周
辺
等
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ

る
環
境
整
備
、
新
庁
舎
等
の
建

設
等
を
踏
ま
え
、
市
民
の
皆
様

の
利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー

ル
を
活
用
し
て
基
本
設
計
の
進

 
捗 
状
況
を
お
伝
え
し
つ
つ
、
市

ち
ょ
く民

の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望

等
を
把
握
す
る
こ
と
に
も
努

め
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

こ
が
ね
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
金
井
市
長

こ
が
ね
い
未
来
通
信

こ
が
ね
い
未
来
通
信
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公
民
館
の
運
営
に
地
域
の
声
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
検
討
・
審
議

し
ま
す
。

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

令
和
元
年
６
月
１
日
現
在　

歳
以

１８

上
の
方

 

１
人
（
選
考
）

■
任
期
９
月
９
日
～
令
和
３
年
９

月
８
日

■
申
込
書
配
布
８
月
１
日
か
ら
、

公
民
館
本
館
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で

 

８
月
１
日
～　

日
（
必
着
）に
、

２０

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、

申
込
書
に
必
要
事
項
・
小
論
文

（　

字
以
内
・
課
題
＝
「
こ
れ
か

８００
ら
の
公
民
館
運
営
と
役
割
に
つ
い

て
」
）
を
明
記
し
、
公
民
館
本
館

（
〒　

儿
０
０
０
４
本
町
２
儿　

１８４

１５

儿　

☎　

儿　

儿
１
１
８
４ 
　

１１

０４２

３８３

０４２

儿　

儿
１
２
２
６
）
へ

３８７

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
等
に
よ

り
、
次
の
公
募
市
民
の
方
々
を
委

員
に
選
任
し
ま
し
た
。

【
い
じ
め
防
止
条
例
検
討
委
員
会
】

▽
日
野
陽
平
さ
ん
、
尾
高
真
奈
美

さ
ん
、
松
嶋
有
香
さ
ん

 

指
導
室
指
導
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
７
７
）

【
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
】

▽
石
川
健
一
さ
ん
、
北
脇
理
恵
さ

ん
、
鈴
木
恭
子
さ
ん
、
鈴
木
隆
行

さ
ん
、
村
上
洋
介
さ
ん

 

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
６
）

０４２

３８７

公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
募
集

対定申

FAX

委
員
選
任
結
果

問問

 　

都
お
よ
び
小
金
井
市
を
含
む
区

市
町
で
は
、
協
働
で
同
方
針

（
案
）
を
公
表
し
ま
し
た
の
で
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
閲
覧
場
所
都
民
情
報
ル
ー
ム

（
都
庁
第
一
本
庁
舎
３
階
）
、
市

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
５
階
）
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
同
６
階
）
、
主
な
市

内
公
共
施
設
、
都
都
市
整
備
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.to

sh
iseib

i.m
etro
.to
kyo
.jp
/

）
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
意
見
の
提
出
方
法
８
月　

日
１２

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
居
住
市

名
を
明
記
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
都
都
市

整
備
局
都
市
基
盤
部
街
路
計
画
課

へ
 

都
都
市
整
備
局
都
市
基
盤
部
街

路
計
画
課
（
〒　

儿
８
０
０
１
住

１６３

所
不
要
・
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
１１

☎　

儿
５
３
８
８
儿
３
３
７
９ 

０３

　

儿
５
３
８
８
儿
１
３
５
４ 

S

０３

0
0
0
0
1
7
9
@
sectio

n
.m
etro

.t

o
kyo
.jp

）、市
都
市
計
画
課
都
市

計
画
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５

０４２

３８７

９
）

 
■
募
集
内
容
①
ポ
イ
ン
ト
方
式
に

よ
る
募
集
（
家
族
向
け
の
み
）
②

単
身
者
向
け
・
車
い
す
使
用
者
向

け
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

■
申
込
書
配
布
期
間
８
月
１
日

（
木
）
～
９
日
（
金
）

■
申
込
書
配
布
場
所
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
）
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
、
管
財
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１

「
東
京
に
お
け
る
都
市
計
画

道
路
の
在
り
方
に
関
す
る
基
本

方
針（
案
）」
の
公
表
お
よ
び

意
見
募
集

問

FAX
糸

都
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

階
）、
施
設
管
理
室
（
同
１
階
、
夜

間
・
休
日
の
み
）
、
東
京
都
住
宅

供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

s://w
w
w
.to
-ko
u
sya.o

r.jp
/

）

 

募
集
内
容
、
申
込
資
格
等
詳
し

く
は
、
「
都
営
住
宅
入
居
者
募
集

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
申
込
受
付
①
８
月　

日
午
後
６

１５

時
（
必
着
）
ま
で
に
、
郵
送
で
Ｊ

Ｋ
Ｋ
東
京
都
営
住
宅
募
集
セ
ン
タ

ー
（
〒　

儿
８
３
２
２
渋
谷
区
神

１５０

宮
前
５
儿　

儿　

）
へ
②
８
月　

５３

６７

１５

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
郵
送
で
渋

谷
郵
便
局
へ

 

同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
儿

他問

　

儿　

＝
８
月
１
日
～　

日
☎　

０１０

８１０

１５

０３

儿
３
４
９
８
儿
８
８
９
４
）
、
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

 　

市
制
施
行　

周
年
を
記
念
し

６０

て
、
市
の
概
要
や
行
事
、
歴
史
・

文
化
な
ど
を
ま
と
め
た
「
市
勢
要

覧
２
０
１
８
」
を
有
料
で
頒
布
し

て
い
ま
す
。

■
規
格
Ａ
４
判　

ペ
ー
ジ

４８

■
頒
布
価
格　

円
４００

■
発
行
年
月
平
成　

年　

月

３０

１０

ご
活
用
く
だ
さ
い

市
勢
要
覧
2
0
1
８

■
頒
布
場
所
広
報
秘
書
課
広
報
係

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
、
同
課

広
聴
係（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
）

 

広
報
秘
書
課
広
報
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
０
３
）

３８７
 

問

in
fo
rm
a
tio
n

お
知
ら
せ

施設配置の考え方


